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 記者発表資料 平成２７年 ６月 ８日 

■同時発表先：鳥取県政記者会、島根県政記者会、 

岡山県政記者会、広島県政記者クラブ、 

広島合同庁舎記者クラブ、山口県政記者会、 

山口県政記者クラブ、山口県滝町記者クラブ、 

中国地方建設記者クラブ 

 
 

紀伊
き い

半島
はんとう

大水害
だいすいがい

で活躍した「応急
おうきゅう

組立
くみたて

橋
きょう

」が帰ってきます 
～ ２年半に渡る復旧支援 ～ 

 
 

 平成２３年の台風１２号による紀伊半島大水害により、和歌山県田辺市において、 

国道３１１号が土石流により通行止めとなりました。国土交通省中国地方整備局では、

保有する応急組立橋を現地へ派遣し、迂回道路の応急仮橋として使用していましたが、

復旧道路が完成し、その役目を終えたことから、この度、和歌山県から中国地方整備局

へ返納されます。 

 
 

記 

 

 

■返納日時 ： 平成２７年６月１０日（水）１３：３０～ 
 
       ※和歌山県県土整備部 辻本

つじもと

 紀之
としゆき

 道路局長が、和歌山県知事か

らのメッセージを伝達されます。 

    

■返納場所 ： 広島市安芸区船越南２－８－１ 

中国地方整備局 中国技術事務所 

 

   ※取材については、現地へ直接お越しください。担当者がご案内いたします。 

＜問い合わせ先＞ 

中国地方整備局  ０８２－２２１－９２３１（代表） 

総括防災調整官    足
あ

 立
だち

  司
つかさ

 （内線２１１９） ５１１－６１６0（平日・夜間） 

企画部 防災課長    武
たけ

 部
べ

  真
ま さ

 実
み

（内線３４１１） ５１１－６１６1（平日・夜間） 

【広報担当窓口】 

広報広聴対策官     平
ひら

 川
かわ

 雅
ま さ

 文
ふみ

（内線２１１７） 

企画部 環境調整官  田
た

 尾
お

 和
かず

 也
な り

（内線３１１４） 
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○派遣箇所
出典：国⼟地理院ホームページ
（http://maps.gsi.go.jp）

設置箇所

和歌⼭県提供

位 置 図

平 ⾯ 図

○被災概要
平成23 年9⽉の台⾵12 号に伴う豪⾬により和歌⼭県⽥辺市中辺路町栗栖川から真砂地内の

国道311 号では、⼤規模な⼟⽯流が発⽣し、道路が通⾏⽌めとなりました。
国道311号は県内陸部を⾛る主要幹線道路で、平成23 年10 ⽉4 ⽇には被災した道路を応急

処置した仮設道路を供⽤させました。しかし、⾬天時には⼆次災害の可能性があり、たびたび
通⾏⽌めを⾏っていたため、仮設橋（応急組⽴橋）を利⽤して、対岸に迂回する仮設道路を設
置し、平成24 年10 ⽉1 ⽇より迂回路を供⽤しました。

このたび、復旧道路の橋梁が完成し、平成27 年3 ⽉27 ⽇より供⽤を開始したため、約２年
半に渡り中国地⽅整備局より派遣していた応急組⽴橋１基が和歌⼭県より返納されます。

中国地⽅整備局派遣した
応急復旧組⽴橋

仮設橋迂回路
復旧後の道路

最初の復旧道路
元々の復旧道路

（和歌山県が設置）

⾬天時には、
たびたび通⾏⽌め

最初の復旧道路

応 急 組 ⽴ 橋 の 派 遣 概 要

た なべ し なか へ ちちょうくり す がわ ま な ご



○応急組⽴橋設置状況

○被災状況

富⽥川

①
富⽥川

国道311号

①

富⽥川

応急組⽴橋

応急組⽴橋

○応急組⽴橋構造

応急組⽴橋は、橋梁の破損、河川・道路の決壊時等の災害時に交通路を早急に確保する場合に
使⽤します。主間⻑は、主構９ｍ、６ｍ、２ｍの組合せにより、現地に応じてL＝１４ｍ〜４０ｍ
（２ｍ毎）での架設が可能です。



H21.8.22 応急組⽴橋梁３６m架設完成写真

○過去の派遣事例
平成21年7⽉中国・九州北部豪⾬で被災した国道262号上勝坂橋（⼭⼝県防府市勝坂地先）

の仮復旧のため、平成21年8⽉17⽇より輸送を開始し、平成21年8⽉22⽇応急組⽴橋の架設が
完了しました。
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◆TEC-FORCE派遣

９月７日から総計８２名。延べ６３３人を派遣。

台風12号により、紀伊半島で甚大な被害が発生。
近畿地方整備局に対する応援として、災害対策用機械派遣・TEC-FORCE派遣を行いました。

奈良県十津川村栗平
9月7日～

衛星通信車１台を河道閉塞箇所の監視の
ため、奈良県十津川村栗平へ派遣し、カ
メラ映像を24時間関係自治体へ配信。

近畿地方整備局内、和歌山県庁内、
奈良県庁内で、派遣された各地整
と協力し、TEC-FORCE各班の情
報収集、関係機関との連絡調整。

奈良県・和歌山県9月8日～

奈良県・和歌山県内の河川被災状況調査。調査結
果を県へ報告。

和歌山県那智勝浦町内の道路被災状
況調査。調査結果を県へ報告。

奈良県内の河道閉塞箇所の状況をヘリコプターや
踏査により調査。調査結果を県へ報告。

河道閉塞箇所の監視や応急対策のために、照明車１１台、高揚程排水ポン
プ車１台を派遣。

対策本部車で調査結果とりまとめ

県への報告

9月8日～

上総近畿地整局長へ報告

県への報告

ヘリ搭乗

情報収集作業

◆災害対策用機械派遣

9月22日～

現地調査

奈良県内の大規模河道閉塞箇所の現地
調査。調査結果を近畿地整へ報告。

◆河川班 ◆道路班

◆砂防班



熊野川水位
約20m
上昇。

平成23年8月25日に発生した台風12
号は、9月3日に四国に上陸、中国地方
を横断して4日には日本海へ抜けた。
時速15キロメートル前後と自転車並
みの極めてゆっくりした進み方で、長
時間の大雨となった。とくに台風の中
心から東側に位置した紀伊半島では総
降水量は広い範囲で1,000mmを超
え、一部では2,400mmを超えた。
奈良県上北山村で1,800mm超、奈良
県大台ヶ原で2,400mm超、和歌山県
田辺市熊野で1,300mm超など、統計
開始以来の記録的な大雨となった。
この台風12号とその後の15号によっ
てもたらされた大災害は「紀伊半島大
水害」と名付けられた。

1,400

31日09時31日09時31日09時
1日09時1日09時1日09時

2日09時2日09時2日09時

3日09時3日09時3日09時

4日09時4日09時4日09時 総
雨
量　
mm

。

※2
※1

※1 雨量：相賀地点上流域における平均総雨量　※2 水位：相賀地点

朝日新聞社提供

超

奈良・和歌山・三重県の総雨量

旧熊野川大橋（平成２３年9月4日）

1

ma903
テキストボックス
紀伊半島大水害資料
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近畿地方整備局作成
災害対応記録誌より



31日09時
1日09時

2日09時

3日09時

4日09時

えぐり取られた大地は1億m3
土砂災害106箇所

浸水範囲426ha
浸水戸数約3，321戸（国管理区間）

土砂崩れなどによる
国道・県道の通行止め236箇所
孤立集落18地区

山
、崩
壊大

洪
水

道
、途
絶

五條市大塔町宇井

相野谷川（三重県紀宝町） 

国道311号田辺市中辺路町栗栖川

毎日新聞社提供
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